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病院名 所在地 病床数 後期研修 電話番号 

黒部市民病院 黒部市三日市 1108-1 ＜414床＞ ○ 0765-54-2211 

富山県立中央病院 富山市西長江 2-2-78 ＜735床＞ ○ 076-424-1531 

富山市立富山市民病院 富山市今泉北部町 2-1 ＜595床＞ ○ 076-422-1112 

富山大学附属病院 富山市杉谷 2630 ＜612床＞ ○ 076-434-2281 

富山赤十字病院 富山市牛島本町 2-1-58 ＜435床＞ － 076-433-2222 

富山県済生会富山病院 富山市楠木 33-1 ＜250床＞ ○ 076-437-1111 

高岡市民病院 高岡市宝町 4-1 ＜476床＞ ○ 0766-23-0204 

富山県済生会高岡病院 高岡市二塚 387-1 ＜270床＞ ○ 0766-21-0570 

厚生連高岡病院 高岡市永楽町 5-10 ＜681床＞ ○ 0766-21-3930 

金沢医科大学氷見市民病院 氷見市鞍川 1130 ＜250床＞ ○ 0766-74-1900 

市立砺波総合病院 砺波市新富町 1-61 ＜514床＞ ○ 0763-32-3320 

南砺市民病院 南砺市井波 938 ＜180床＞ ○ 0763-82-1475 

【富山県の２次医療圏】 

新川医療圏 

富山医療圏 

高岡医療圏 

砺波医療圏 



 富山県臨床研修病院連絡協議会では、富山県内のすべての臨床研修病院が参加する合

同説明会を開催します！ 

【富山県臨床研修病院合同説明会】 

平成 25 年 3 月 16 日（土）  

16：30～ 

名鉄トヤマホテル 

〒930-0004 

富山県富山市桜橋通り 2 番 28 号 

TEL 076-431-2211 

医学部 ５年生、４年生 

＜合同説明会＞ 

病院ごとにブースを設置し、研修医や指導医が皆さんをお待ちしていま

す。興味のある病院のブースを自由に回って説明を聞くことができます。 

 黒部市民病院 

 富山県立中央病院 

 富山市立富山市民病院 

 富山大学附属病院 

 富山赤十字病院 

 富山県済生会富山病院 

 高岡市民病院 

 厚生連高岡病院 

 富山県済生会高岡病院 

 金沢医科大学氷見市民病院 

 市立砺波総合病院 

 南砺市民病院 

＜交流会＞ 

立食形式で、研修医や指導医と自由に会話できます。病院の研修につい

て気になることや、診療科の選択について不安なことなど何でも気軽に

質問できる機会です。 

◎参加費は無料です。 

◎県外大学に在籍する方には、旅費の一部を当日現金で支給します。 

＜旅費支給基準＞ 

大学所在地 金額 

石川県 ５千円 

福井、新潟、岐阜、長野県 １万円 

関東、近畿、その他中部地方 ２万円 

その他地域 ３万円 

病 院 合 同 明 説 会 

日時 

費用 

内容 

対象 

場所 

参 

加 

病 

院 

【参加申込】 

平成 25 年 1 月

開始予定！ 



１ 黒部市民病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

高校、浪人と周囲に医学部への高い志を持った人達が

いました。彼らに影響を受けてというのが正直なところ

です。今考えたら、運が良かったなと感謝しています。 

２．診療科はどうやって選びましたか 

もともと体育会系の部活ばかりやっていたせいか、外科系に進もうとは思っていました。 

産婦人科は、部活の先輩がいたせいか関心はあったのですが、病院実習にて周産期、産婦人科癌、不妊症

等思っていた以上に産婦人科の領域の広さを知り、気がつけば 6 年生ぐらいには志望は決まっていました。 

３．医師としてやりがいを感じるとき 

手術や病気の診断、治療など少しずつ覚えていくことを実感することはもちろんやりがいを感じます。し

かし、たまに患者さんに感謝の言葉をいただけたりすることがあるのですが、このような時はもっとやりが

いを感じます。まだ迷惑をかけることも多いですが、一生懸命働いていると少しでも少しずつですが周りか

らも信用されてくることを実感できると思います。私にとってはこのこともやりがいの 1 つと考えています。

逆に手を抜くと患者さん、スタッフからの信頼は一気に失ってしまいます。自分ががんばった分だけ自分に

返ってきますので、日々気を引き締めてがんばらねばと思っています。 

４．当院の良いところ 

一言で言えば、アットホームで院内にまとまりがあるところ。

研修、教育に関しては、院内の先生方の関心が高く、特に研修

医は救急外来を通して先生方から多くのことを学ぶことができ

ます。また、定期的に海外からドクターを講師として迎えたり、

海外での研修ができたりとここだけの医療にとらわれず、常に

様々な価値観に触れる事ができるのも魅力の 1 つです。 

そして、伝統的に研修医同士の仲が良く 2 年生は 1 年生の面倒

をよくみており、学生が見学に来た際には皆でもてなしたりと、

ともに学び、ともに遊びと彼らの団結力を感じます。個人的に

は、テニスが好きなのでテニスコートが病院横にあるのも良い

ところだと思っています。 

５．将来の目標 

（個人としては、子どもを持ち、いい家庭を築くこと） 

仕事に関しては、具体的な目標を提示することは現段階ではできませんが、まずは産婦人科の中で自分の専

門分野を持つこと、さらに、それを軸に働いていく中で様々な人達との出逢いを大事にしながら患者さんの

ためになる医療をこだわりも持ってやっていきたいです。 

          
 

2009  
    

 富山大学臨床研修 1 年目 

 
  

  

2010  
    

 富山大学臨床研修 2 年目 

 
  

  

2011  
    

 富山大学産婦人科入局 

 
  

  

2012  
    

 黒部市民病院勤務 
        

      
 

氏名：小野 洋輔 

診療科：産婦人科 

出身大学：富山大学 

卒業年 ：2008 年 

趣味  ：テニス 

研修医のテニス仲間と 



２ 富山県立中央病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

子供のころから病院にかかることがよくあり、

いつのころからか医療関係に興味を持つように

なりました。 

 

２．診療科はどうやって選びましたか 

漠然と内科系、と思っていました。なかでも、最後までなぜか小児科が気になりました。これで

選ばなかったら後で後悔するかも…と思い、最後は勢いで決めました。 

 

３．医師としてやりがいを感じるとき 

患者さんや家族の方々に良い変化を感じられたとき。 

 

４．当院の良いところ 

研修医の先生が多数おり、活気があると思います。

また救急外来には多数の患者さんが来るため、当直

等で色んな経験ができると思います。 

また、院内には立山がとてもきれいに見えるスポ

ットがあり、おすすめです。 

 

５．将来の目標 

患者さんを緊張させないドクターになること。 

 

 
        

 

2004  
    

 金沢大学医学部医学科 入学 

 
  

  

2009  
    

 金沢大学医学部医学科 卒業 

 
  

  

2010  
    

 金沢大学附属病院 初期臨床研修医 

 
  

  

2011  
    

 
 

 
  

  

2012  
    

 富山県立中央病院小児科 
        

      
 

氏名：井上 なつみ 

診療科：小児科 

出身大学：金沢大学 

卒業年 ：2010 年 

趣味  ：音楽、飲食 



３ 富山市立富山市民病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

  高３の春に母が乳癌と診断され、闘病に関わったことがきっかけです。 
 

２．診療科はどうやって選びましたか 

  一番には学生時代の病棟実習の際に、直感で面白いと思ったこと、他には急性期・慢性期を通

して長く人と関わることができること、生涯興味を持ってやれそうな気がしたことなどを総合し

て決めました。 
 

３．医師としてやりがいを感じるとき  

  患者本人や家族と信頼関係を構築できたと実感したとき。いい意味で意識変容がみられた（病

識の乏しい人に治療意欲が表れたなど）とき。病態がはっきりしない時に、ふとした発見で診断・

治療に結びついて奏功したとき。急変時をしのぐことができたとき。などなど色々あります。 
 

４．当院の良いところ 

  多職種、各診療科での垣根が低く相談が容易。ほぼ全診療科があり、症例が幅広い割に医師の

数はそれほど多くないので、自分次第でたくさん経験できる。文献検索はおおむね行える。福利

厚生は十分、などなど。 

  余談ですが、医師・看護師問わず飲み会も適宜開催できることも良いところです。 
 

５．将来の目標  

  臨床・研究を通して、それぞれ論文などで、 

 実績を残すこと。 

  また、何より、関わった患者さん・家族、ス 

 タッフ、医学生・研修医など、様々ある人生に 

 わずかでもいい意味で記憶に残るような人にな 

 れればいいなと思います。 

  将来、開業するかどうかは別として、地域に 

 根付いて関わるような形をイメージしています。  

    

2008 

(H20) 

総合病院土浦協同病院（茨城県） 

初期臨床研修医・１年目 

2009 

(H21) 

総合病院土浦協同病院（茨城県） 

初期臨床研修医・２年目 

2010 

(H22) 

金沢大学附属病院 内科後期研修医 

（金沢大学旧第一内科入局） 

2011 

(H23) 
金沢医療センター 腎膠原病内科 

2012 

(H24) 
富山市民病院 腎臓内科 

    

氏 名 

  宮川 太郎 

診療科 

  腎臓内科 

出身大学 

  金沢大学 

卒業年 

  平成２０年 

趣味 

テニス、ランニング 

 

 



４ 富山大学附属病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

 小学生の頃に行った病院の先生が、カッ

コ好かった。ただそれだけです。子供の頃

の憧れが、始まりでしょうか。 

 

２．診療科はどうやって選びましたか 

 自分の中の医師像が、『外科医』だった

ので、大学入学当初から外科系希望でした。 

病理学や免疫学などで『がん』に興味を持

つようになり、最終的には、第二外科（消

化器外科）の先生方の雰囲気が良かった、

こういう言い方は失礼かも知れませんが

楽しそうに仕事をしていたので、入局しま

したね。 

３．医師としてやりがいを感じるとき 

 やはり、外科ですので手術をしている時なんでしょうね。手術中は、緊張感などでいっぱい、いっぱ

いですが、手術後の充足感は、なんとも言えません。 

 

４．当院の良いところ 

 大学病院の長所は、何と言ってもたくさん人がいることです。臨床の場

でも多くの意見を聞くことができ、非常に勉強になる点や『臨床、教育、

研究』の分野それぞれで活躍する先生方が多くいるので、将来の自分のキ

ャリアパスを考えるうえで参考になる点などがあります。また教育機関と

しての役割を果たすべく、臨床研修部が充実しており、初期研修から、専

門研修まで多方面で相談に乗ってくれるスタッフが常駐しています。 

 

５．将来の目標 

 近未来の目標は、内視鏡外科の技術認定医を目指します。 

 将来は、どんな環境、どんな立場でも、求められたものに応えることが 

できる医師を目指して行きたいです。 

氏名：北條 荘三 

診療科：消化器外科 

出身大学：富山大学 

卒業年 ：2000 年 

趣味 ：家庭菜園 

          
 

2000  
    

 
富山医科薬科大学（現・富山大学）第二外科

に入局 
 

  
  

 
 

    
 
県立中央、高岡市民（県内）、糸魚川総合、けいな

ん総合（新潟県）、相澤病院（長野県）などで研修 

 
  

  

2004  
    

 富山医科薬科大学大学院へ進学 

 
  

  

 
 

    
 
第二外科学と和漢医薬学研究所（病態生化学講

座）にて、臨床＋研究 

 
  

  

2007  
    

 
医学博士号を取得 

富山県立中央病院外科勤務 
 

  
  

2008  
    

 新潟県立がんセンター外科勤務 

 
  

  

2009  
    

 
富山大学附属病院勤務 

専門医養成支援センター コーディネーター 
 

  
  

2012  
    

 現在に至る 
        

      
 



５ 富山赤十字病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

漠然と生物学をやりたいと考えていた

中学生の頃、たまたま読んだ「ぼくが医者

をやめた理由」が医師を目指すきっかけに

なりました。 

 

２．診療科はどうやって選びましたか 

大学在学中に脳死肝移植・生体肝移植に

従事しているスタッフの情熱にふれ「移植」

に漠然とした憧れをもちました。さらに、

顕微鏡をのぞくのが好きだったことと、診

断から治療まで一貫して行う科に魅力を

感じていたことから、日常臨床で「顕微鏡

から移植まで」扱う血液内科に決めました。 

 

3．医師としてやりがいを感じるとき 

通常の治療では治すことが困難だった病気が造血幹細胞移植で寛解となり、患者さんが笑顔で退

院されるときです。 

 

４．当院の良いところ 

ひと通りの診療科はそろっていますが、大規模すぎずまと

まりがよいこと。医局会や内科カンファレンスが夕方ではな

く朝にあること。 

 

５．将来の目標 

後輩から「あの先生はいつも楽しそうだから、きっと血液

内科って面白いんだろう」と思われるような医師になること

です。 

2000 金沢大学第 3内科で研修開始 

2001 石川県立中央病院 HIV リサーチレジデント 

2002 公立井波総合病院 内科（現 南砺市民病院） 

2003 福井県済生会病院 内科、結婚 

2004 金沢大学 血液内科 

2005 学位研究 （2005-2007） 

2008 第 1子出産 

2009 学位、血液専門医取得 

2011 第 2子出産 

2012 富山赤十字病院 内科 

    

氏名：望月 果奈子 

診療科：内科（血液） 

卒業年：2000 年 

趣味：学生の頃は山道ド

ライブと弓道。 



６ 富山県済生会富山病院 

当院の若手医師インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．医師を目指したきっかけは何ですか 

他大学に在学中、友人や家族が病気になり、

医療に興味を持ち、進路を変更し、医師を目

指しました。 

 

２．診療科はどうやって選びましたか 

開頭手術、血管内治療の両方を行っている

点が魅力に感じ、脳神経外科を選びました。

学生の頃から神経系の授業が楽しかったの

が最大の理由です。 

３．医師としてやりがいを感じるとき 

治療後、患者さんの状態が良くなってきたときに、やりがいを感じます。 

 

４．当院の良いところ 

中規模の病院でアットホームな雰囲気があり、他のスタッフとのコミニュケーションが取りや

すい点。他科依頼をしやすい点をあげることが出来ます。 

 

５．将来の目標 

脳神経外科専門医をすでに取得したため、 

今後は血管内治療専門医を取得したいと思

っています。 

 

2006 東名厚木病院 

2007 富山大学附属病院臨床研修センター 

2008 
富山大学附属病院 

東名厚木病院 

2009 
富山大学附属病院 

川崎幸病院 

2010 厚生連高岡病院 

2011 
済生会富山病院 

済生会高岡病院 

2012 
富山大学附属病院 

済生会富山病院 

 

氏名：林 智秀 

診療科：脳神経外科 

出身大学： 

富山医科薬科大学 

卒業年 ：平成 18 年 

趣味  ：特になし 



 平成 24 年 10 月 21 日(日)に「富山県医師会と医学生・臨床研修医が語る会」が開催さ

れました。 

  

当日は、秋田大学医学部の蓮沼直子先生による特別講演があり、「秋田大学における男女

共同参画講義の取組み」をご紹介いただきました。秋田大学では、約 4 割が女子学生であ

り、1 年生から自分のキャリアを考える講義が実施されているそうです。先輩女性医師と学

生がランチを取りながらキャリアパスを相談する会も開催されています。 

  

富山大学附属病院卒後臨床研修センター

長の鈴木教授からは、「臨床研修制度の概

要」をお話しいただきました。 

 その後、2 名の先輩医師から「わが家の

ライフワークバランス」、「初期臨床研修と

育児の父親としての両立」と題して、ご自

身の体験談をご紹介いただきました。学生

時代に、ゆっくり先輩医師の体験を聞く機

会は少ないのではないでしょうか。今回参

加してくださった学生さんは、とても真剣

に聴いていました。 

 

昼食後は、「よい医師になるということ」というテーマでワークショップを行いました。

学生さんと研修医や先輩医師がグループを作って、それぞれのキャリア紹介や診療科の説明

を交えながら、「よい医師とは」「よい医師になるためにはどうするべきか」などを話し合い

ました。 

研修医や先輩医師が一方的に話をするだけでな

く、お互いに意見を言い合う機会は双方にとって、

とても刺激になったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

富山県医師会と富山県では、引き続き学生の皆さんに働き方や将来像を考えてもらう機会

を提供していきたいと考えています。今後も、たくさんの方にご参加いただけるよう努力し

ていきます！ 

医 学 生 と る 語 会 

特別講演 

講演・体験談 

ワークショップ 

普段、女性医師や育児中の医師の話を聞く機会

があまりないため、今回の語る会は非常に勉強に

なりました。（参加学生） 

学生がしっかりしていて、びっくりしました。有意義な

内容で自分も勉強になりました。（参加医師） 



  

 

 医学生の皆さんに「富山県医学生だより」とい

うメールマガジンをお送りしています！ 

富山県が主催するイベントはもちろん、富山大

学附属病院からのお知らせや県内病院の最新情報

なども配信中です。 

 最新情報をお届けしていますので、未登録の方

は、ぜひご登録ください！！ 

 ご希望の方は下記までご連絡ください。 

doctor-t@esp.pref.toyama.lg.jp 

 

 臨床研修医情報サイト「e-resident」に富山

県のページを掲載しています！ 

知事からのメッセージや富山県が主催する最

新イベントのご案内、各臨床研修病院の紹介な

ど、皆さんのお役に立つ情報をたくさん載せて

います。病院長や研修医のインタビューを掲載

しています！ぜひ、ご覧ください！ 

来 年 の 行 予 事 定 

3月16日（土） 

富山県臨床研

修病院合同 

説明会 

４月 21日（日） 

e レジフェア 

東京 

【パシフィコ横浜】 

５月 

東海北陸地区

臨床研修病院

合同説明会 

【名古屋】 

７月 14日（日） 

レジナビフェア

東京 

【東京ビッグサイト】 

８月 

富山県 

医学生夏セミナ

ー 
10月 

マッチング 

登録 

締切 

初出展します！ 

４、５年生対象です 

10月～11月 

レジナビフェア

金沢 

3月予定 

富山県医師会

第 8回講演会 

Live a full life 

4月中旬～ 

6月下旬 

富山県修学資

金貸与生募集 

10月～11月 

富山県研修医会 

研修医大会 
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